
ボランティアの入口
「そろそろ社会貢献に目を向けたい」。森博之さんがそう思い始め

たのは約��年前、��代になった頃でした。森さんと同じ想いを抱き、
YMCAを支える国際団体であるワイズメンズクラブで活動していた
同級生に誘われて同クラブへ入会。ほどなくしてみなみセンターの
運営委員にもなり、森さんのYMCA活動が始まりました。

森さんが運営委員として携わる活動の一つに、ミャンマーのエイ
ズ孤児支援があります。ミャンマー最北部の地域では、過酷な労働
を強いられている少数民族の人々が麻薬を安価に与えられ、中毒
になって賃金を巻き上げられることが日常化。注射針を使いまわす
ことによりエイズが蔓延しています。熊本YMCAは現地のYMCAと協
力し、孤児院の開設・運営を支援。����年、森さんはYMCAの職員や
他の運営委員とともにミャンマーを訪れました。「孤児院の周辺に
は施設に入ることすらできない子どもがいました。自身もエイズに
なっている子どももいます。実際に訪問したからこそ、分かることが
ありました」。現在もみなみセンターが中心となり支援活動は続い
ています。「一過性ではなく常に関心を持っておくことが大事です。
ミャンマーや北朝鮮、ロシアなど、国交が難しい国もありますが、民
間団体である私たちYMCAこそがつながりをもっていることが重要
ですね」。

「メタボまであと一歩」からフルマラソンに挑戦
ボランティアとしてYMCAに関わる一方、森さんはみなみセンターのウエル

ネス会員としてトレーニングを続けています。そのきっかけは熊本城マラソン
でした。「ずっと、『マラソンなんてとんでもない。誰が走るか』と思っていたの
に、第�回熊本城マラソンの時に怖いもの見たさでエントリーしちゃったんで
す。『メタボまであと一歩』という身体だったので、シェイプアップしなくてはと
思っていた時でした」。しかし、練習を始めるとすぐに膝や腰を痛めてしまいま
す。「整形外科に行ってみたら、体重を落とさないとマラソンはムリと言われま
した。そこで、みなみセンターのウエルネス会員になってトレーニングを始め
てみたら、すぐに体重が１割落ちたんです。すごい効果でしたね。身体が軽く
なって熊本城マラソンも完走できました。そこからハマっちゃった」。現在はマ
ラソンのほか、トライアスロンにも挑戦しています。

����年には「熊本YMCAインターナショナル・チャリティーラン」の実行委員
長も務めました。チャリティーランは、障がいの有無にかかわらず全ての子ど
もたちが幸せに生きていける社会づくりを目的に、全国のYMCAで開催されて
います。「走ったり、車いすに乗ってみたり、皆が参加できるプログラム。YMCA
関係者だけが参加するのではもったいないですね。もっと幅広い人たちに参
加してもらえたら�ランクアップしたプログラムになると感じています」。

地域とのさらなる連携を目指して
身軽になった身体は災害支

援にも活かされます。����年の
熊本豪雨災害では、YMCAのボ
ランティアの一員として週末ご
とに球磨村に赴き、被災家屋で
汗を流しました。����年の熊本
地震の際、市の職員として被災
地での業務に従事した森さん
は、その時に受けた、全国からの応援や支援への恩返しをしたいと考えてい
たそうです。「熊本豪雨は、コロナ禍で県内の人しかボランティアに参加でき
ない状況だったので、『私たちがやらなければ』という思いがありました。何か
役に立ちたいという気持ちは誰もが持っているもの。でもきっかけがないんで
すよね。私は、YMCAにいたからボランティアに参加できたのだと思います」。

これからのYMCA運動について尋ねると、「地域のニーズに応えてきたのが
YMCA。それは今からも変わらないことだと思います」と森さん。「その中でも
キャンプは不変ですね。便利なグランピングもいいけれど、昔ながらの自分た
ちでつくりあげるキャンプこそが生きる力につながるのではないでしょうか。こ
の経験は災害時にも必ず役立ちます」と語ります。「今のYMCAらしさを大切に
しながら、さらに地域との連携を大切にしたい。『この地域にはYMCAがないと
いけない』と思ってもらえるように、皆さんのニーズに応えながらYMCA運動を
広げていきたいですね」。

����年�月�日発行
（毎月�日発行）
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YMCA学院日本語科
卒業式

熊本YMCA学院
卒業式

熊本五福幼稚園
卒園式

熊本YMCA常議員会議長　みなみ運営委員
熊本ジェーンズワイズメンズクラブ　ウエルネス会員 森 博之 さん

右側が森さん



■日 �月��日（土）、�月��日（土）、
��日（土）、�月��日（土）、��日

（土）他
■費 無料　■申 Webサイトからお申
込みください
■問 熊本YMCA学院
Tel ���-���-����

「世界を見つめ地域に生きる」とは
何かを考える�年に

現在の社会の状況を見る時、グローバルと
ローカルを統合した、グローカルという言葉が
使われはじめて久しくなりました。私たちの
YMCAでは、長く、「世界を見つめ、地域に生き
る」THINK GROBALLY, ACT LOCALLYを標榜し
てきました。毎年ご協力いただく年末募金で
は、地域の課題を見つめながら、世界の災害や
戦争で避難してくる方たちへの支援活動を全

国のYMCA、世界のYMCAと連帯して進めてき
ました。また、地域センター祭や、地域奉仕活動
で得た収益を用いて、紛争が続く地域にある
YMCAの働きを通した支援活動を展開していま
す。各地域の運営委員会、熊本YMCA全体のリ
ソース推進委員会、熊本YMCAリデザイン委員
会などがテーマごとに知恵を絞り、YMCAの働
きを活性化するために、会員や地域の皆さんと
の協働を進めています。

特に、全 国 Y M C Aが推 進する中 期 計 画の
����年～����年にかけては、新型コロナ感染
拡大期にあたり、「離れていても繋がっている」
をテーマとして、オンラインや新しい取り組みを
通じて、社会に貢献できる働きを懸命に模索し
てきました。世界の���の国と地域、日本国内
��のYMCAにある���あまりの施設では、いつ
も連帯しつつ、「共に生きる社会の実現」に寄与

する努力を続けています。今回のトルコ・シリア
大地震災害の支援では、キリスト教関連の団体
で活動を進めている、アクト・アライアンスの働
きを通した支援を決めて、全国のYMCAで、募
金活動を継続してきました。このように、私たち
のYMCAは、それぞれの地域課題に取り組みな
がら、実は、世界を見つめながら日常の活動を
行っていくという特長を持っています。その特長
を持ち続け、国内的にはNPO的な働きを行い、
国際的にはNGO的な連帯した活動を持続して
いきます。「世界を見つめ、地域に生きる」働き
こそ、古くて新しい、YMCAの有り様を示してい
るものではないでしょうか。

����年度は、熊本YMCA創立��周年の年で
す。�月は、新しいスタートの時期となります。皆
様の健康と平和が実現することを共に祈りた
いものです。
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　貧困をなくそう　　飢餓をゼロに　　すべての人に健康と福祉を　　質の高い教育をみんなに　　ジェンダー平等を実現しよう　　安全な水とトイレを世界中に　　エネルギーをみんなに そしてクリーンに　　働きがいも 経済成長も　　産業と技術革新の基盤をつくろう
　人や国の不平等をなくそう　　住み続けられるまちづくりを　　つくる責任 つかう責任　　気候変動に具体的な対策を　　海の豊かさを守ろう　　陸の豊かさも 守ろう　　平和と公正をすべての人に　　パートナーシップで目標を達成しよう
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総主事　光永 尚生
おもいやりとやさしさ Vol.16

COM･PASSIONⅡ

行こう　見よう　深めよう

■日 日時     ■場 会場     ■内 内容     ■費 参加費     ■定 定員     ■条 参加条件     ■持 持ち物     ■対 対象      ■催 主催     ■締 締切     ■申 申込     ■問 問合せ    ■他 その他

�月��日 Wednesday

社会貢献
×

セミナー
新年度

×
挑戦

専門学校
×

体験

フィランソロピーセミナー
アフターコロナのコミュニケーション

企業人の社会貢献を推進するYMCAフィランソロピー協会が主催してセミ
ナーを開催します。テーマは「アフターコロナのコミュニケーション術～企業人
に求められるつながり方とは～」。コロナ禍が収束しつつある今、断絶してし
まった人と人とをつなぐネットワークを再構築するには、どうすればよいのか。
経営者として事業を展開する一方、人間心理とコミュニケーションに関する学
問であるNLP（Neuro Linguistic Programming）のトレーナーとして活躍する
佐藤拓司さんから、これからの時代に必要なコミュニケーション能力を学び、
企業人としての社会貢献のあり方を探ります。

熊本YMCA学院 オープンキャンパス
専門教育、人間教育、キャリア教育を教育方針として学生たちを育成。

毎年、就職率���％を誇る専門学校熊本YMCA学院の各学科の魅力にふ
れることができるオープンキャンパスがスタートします。

英会話と世界のことば
�回受講コース

��年の歴史の中で培われた指導力を誇り、英語の他、中国語・韓国語・フ
ランス語など、多彩な言語を学ぶことができる「YMCA英会話と世界のこと
ば」。「１度だけの体験だと不安」「実際に通えるかどうか試してみたい」とい
う皆さんを対象に、春のお試し�回受講コースがスタートします。

■費 ��,���円 教材費なし　■内 英会話・シニア英会話・
TOEIC対策・中国語・韓国語・スペイン語・ドイツ語・フラン
ス語から選んだクラスを�回受講できます。　■申 �月末日
までにWebサイトからお申し込みください。　
■問 YMCA本館　Tel ���-���-����（音声ガイダンス�）

インテリアデザイナー･住宅設計･建築設
計士･建築施工管理技士
ホテル･観光･ブライダルコーディネー
ター･レストランサービス技能士

医療秘書･医師事務作業補助･医療事務

スポーツインストラクター･健康運動実践
指導者･NSCA認定パーソナルトレーナー･
介護予防運動指導士

保育士･幼稚園教諭

一級・二級建築士をめざす
建築科
東京YMCA国際ホテル専門学校連携
ホテル観光科
日本医師会認定医療秘書養成校
医療秘書科

スポーツ指導現場との連携
健康スポーツ科

指定保育士養成施設申請中
こども保育科

 学科 目指せる職業・資格など

■日 �月��日（水） ��:��～��:��　 講師 佐藤拓司さん（アルファルマホールディ
ングス株式会社 代表取締役社長・全米NLP協会認定
トレーナー）　■場 肥後銀行本店 会議室（熊本市中央区
練兵町�）　■費 無料　■定 ��名
■対 どなたでも
■申 �月��日（月）までにWebサイトから
お申込みください。
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�月��日（水）、YMCA学院建築科�年生の卒業制
作発表会をYMCA本館で行いました。�年時に構造、
インテリア、模型、都市設計の各ゼミに分かれて構
想から計画、試作を経て完成まで１年をかけた大作
の発表でした。階段の模型を作るだけで一晩を要
し、らせんの回転方向を間違えてやり直す等、途方
もない工程がそこにはありました。完成しても不本
意な仕上がりの学生や、せっかくの大作も発表で作
品の良さをうまくアピールできずに悔しがる学生、
逆に自信がなかったのに絶賛されるなど、それぞれ
のドラマがありました。

また、卒業制作発表会の後に館内に全作品を展
示して投票するコンテストを実施しました。若きク
リエーターは日本や世界の未来を変えるかもしれ
ません。技術はもちろん新しい発想やアイディアも
問われます。それを担う彼らに、クリエイティブをリ
アルに発信して評価される場が提供されました。学
生たちは人に見られること、人に評価されることを
体感しました。今後は学内発表にとどまらず校外発
表、校外展示も実施予定です。

熊本YMCA学院建築科　吉田美華

�月�日（水）、YMCA本館でフィランソロピーセミ
ナーを開催しました。企業人の社会貢献を推進する
YMCAフィランソロピー協会が主催し、協会会員企
業の社員をはじめ��名が参加。「子ども食堂の現状
と課題から考える―子どもたちの貧困を助けるた
めに企業人ができること―」をテーマに一般社団法
人熊本県こども食堂ネットワーク役員で自身も子
ども食堂を運営する穴井智子さんが講演しました。

ひとり親として子どもを育てた経験から「ママた
ちにゆとりを」と決意した経緯やこれまでの活動内
容と利用者の様子、そして子ども食堂の枠を超えた

居場所づくりの取り組みについて説明がなされ、
「思いやりのある社会になるように」と願いが語ら

れました。
参加者からは、「地域ぐるみで子どもを育てると

いうことが今の時代だからこそ見直されているので
はないか」「今までは協会として何ができるのかイ
メージがわかなかったが、話を聞けてよかった。自
分たちにできることを模索していきたい」などの感
想が寄せられました。

ICR　辻健太郎

子ども食堂の現状と課題を学ぶ　講演会を開催

将来の建築家たち　学びの成果を発表専門学校

����年�月、カナダから始まった「ピンクシャツ
デー」は、いじめについて考え、いじめられている人
と連帯する思いを表す�日とされています。

�月��日（水）、熊本YMCA学院では、フリースクー
ルWING SCHOOL校長の田上善浩さんを招き、いじ
めについて考える時間を持ちました。はじめに田上
さんから子どもたちの「感性」「知性」「創性」を育み

「幸せな未来を築く力」をつけることを理想とする
WING SCHOOLの教育方針や、一人ひとりが自分ら
しく輝く新しい時代の在り方について語られまし

た。続いてこども保育科、健康スポーツ科、日本語科
の学生�名が対談。「世界平和はクラスから」という
田上さんからのメッセージを受け、「今からチャレン
ジしたいことは何か」という問いが投げかけられる
と学生から「クラスメイトとコミュニケーションを深
め、互いに高め合っていきたい」などの思いが語ら
れました。YMCA学院では、「世界をみつめ、地域に
生きる」若者を育てる場として、学生たちの周囲に
関心を持ち、課題を発見する力を育んでいきます。

熊本YMCA学院子ども保育科　伊藤眞太郎

いじめについて考えよう　学生らが対談ピンクシャツ

社会貢献

�月��日（土）、阿蘇の司ビラパークホテル＆スパ
リゾートを会場に、YMCAの尾ヶ石・赤水・永草・黒
川の�保育園園児が一堂に会し、えいご発表会を行
いました。

各園の年中・年長クラスでは、毎週楽しく英語を
学んでいます。日頃の学びの成果を発表し、保護者
に子どもたちの成長を感じてもらおうと初めて企
画。発表会に向けて英語での歌や踊りの練習をして
きました。最初は声が小さかった子どもたちも�カ
月、�カ月と過ぎると自信をつけていく姿が見られ、
クラスからは元気な声が聞こえていました。

発表会当日、多くの保護者が見守る中、元気よく
発表した子どもたちは、大きな拍手を受けて大喜び
でした。

子どもたちからは、「緊張したけれどみんなでで
きて楽しかった」などの感想があり、保護者からは、

「子どもの楽しそうな姿に感動しました」「コロナ禍
で難しかった他の園との交流ができて良かったで
す」などの声がありました。これからも英語を通し
て、コミュニケーション能力をつけ、たくさんの人た
ちに守られながら大きく成長をしてほしいと思いま
す。 尾ヶ石保育園　岡山富士男

園児たちが初挑戦　阿蘇でえいご発表会保育園
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マタイによる福音書 �章�節
求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、
見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。

熊本YMCAの使命

▲
Facebook

共に生きる社会　生涯学習の推進　ボランティア活動
地球環境の保全　ウエルネス活動　平和な世界
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ー
と

し
て
遣
わ
さ
れ
︑海
外
教
会
か
ら
の
尊
い
献
金
を
取

り
次
ぐ
中
で
出
会
っ
た
︑合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会︵
Ｕ

Ｍ
Ｃ
︶の
ラ
オ
紀
子
さ
ん
の
言
葉
で
す
︒紀
子
さ
ん

は
︑東
京
の
阿
佐
ヶ
谷
教
会
出
身
で
︑若
い
時
に
渡
米

し
︑キ
ャ
リ
ア
と
ご
家
庭
を
築
か
れ
た
方
で
し
た
︒

３
・
��
が
起
こ
り
す
ぐ
に
紀
子
さ
ん
は
来
日
し
︑ま
ず

エ
マ
オ
と
Ｕ
Ｍ
Ｃ
を
繋
げ
ま
し
た
︒何
度
も
被
災
地

へ
足
を
運
ん
で
︑一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
を

し
つ
つ
︑並
行
し
て
Ｕ
Ｍ
Ｃ
と
調
整
し
︑申
請
書
や
報

告
書
に
関
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
︒

２
０
２
０
年
９
月
︑久
し
ぶ
り
に
紀
子
さ
ん
か

ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
︒５
月
末
に﹁H

abitat 
for H

um
anity

﹂の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
に
急
に
倒

れ
病
院
に
運
ば
れ
︑い
ま
は
末
期
ガ
ン
と
共
に
あ

る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
︒お
祈
り
を
送
る
と
す

ぐ
に
短
い
返
信
を
受
け
と
り
ま
し
た
が
︑数
日
後

��
歳
で
召
天
さ
れ
ま
し
た
︒

H
abitat 

と
は
貧
困
な
ど
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
居
の
な
い
方
た
ち
の
た
め
に
︑住
環
境
を
作
っ
て

い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
︒そ
の
精
神
は
︑ま
さ

に
エ
マ
オ
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
︒で
す

か
ら
︑紀
子
さ
ん
か
ら
の
メ
ー
ル
を
読
み
︑と
っ
て
も

彼
女
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
︒一
人
の
キ
リ
ス
ト
者

と
し
て
︑最
後
ま
で﹁Love and A

ction

﹂を
胸
に

刻
ま
れ
歩
ま
れ
た
の
で
す
︒

す
べ
て
の
人
間
の
創
り
主
で
あ
る
神
さ
ま
か
ら
す

れ
ば
︑わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
か
け
が
え
の
な

い
一
人
ひ
と
り
で
す
︒こ
の
愛︵Love

︶を
受
け
て
い

る
わ
た
し
た
ち
が
支
え
合
う︵A

ction

︶尊
さ
を
︑紀

子
さ
ん
は
証
し
し
て
い
ま
す
︒

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
荒
尾
教
会

佐
藤
真
史

タイ「若竹寮」
卒寮生が弁護士に

Yahoo！募金からも▶
寄附が可能です

◀タイの里親運動
　若竹寮について

YMCA阿蘇キャンプ��周年記念募金ご協力のお願い

第Ⅰ期　����年�月�日▶����年�月��日
第Ⅱ期　����年�月�日▶����年��月��日

募金の目標額　�,���万円

YMCA阿蘇キャンプは、多くの皆様に支えられて��周年を迎えました。YMCA
阿蘇キャンプは、九州で初めての組織的教育キャンプ場であり、����年の開設
以来、ここで多くの子どもたちやリーダーが育まれてきました。阿蘇の大自然
に囲まれた原体験ができるにふさわしい施設への改修のため、阿蘇キャンプ
��周年記念募金に取り組んでいます。皆様のご協力をお願いいたします。

キャビン�棟やメインホールの補修、バリア
フリー化、誰ひとり取り残さないユニバーサル
な施設、安心安全にご利用いただける施設と
して生まれ変わります。

募金を用いて以下のことに取り組みます。

�,���万円

阿蘇キャンプ��周年の歴史を振り返り、貴重な
写真とこれまで支えていただいた皆さんのメッ
セージを掲載。これからの阿蘇キャンプの夢と未
来が詰まった�冊となります。 ��万円

●記念礼拝・記念式典●��thバースデイ・
デイキャンプ●ファミリーキャンプ、被災児
支援あそぼうキャンプ ���万円

　阿蘇キャンプの施設改修 　��周年記念誌の作成 　��周年記念事業の実施� � �

熊本YMCAはタイのチェンラ
イYMCAと協力し、北部タイに
暮らす山岳少数民族の子ども
たちの支援に取り組んでいま
す。 子どもたちは日本国内の
里親の支援などを受けて、「若
竹寮」で共同生活を送りなが
ら、街の学校に通っています。

この春、若竹寮の卒寮生のフィンチャノン・ウィチェ
ルクさんがタイの弁護士になりました。フィンチャノン
さんは、中学�年生から高校�年生まで若竹寮で生活。
将来弁護士になって自分と同じアカ族の人々を助け
たいという夢に共感した立野泰博さん（当時日本福音
ルーテル大江教会牧師・熊本YMCA常議員）が中心と
なり、若竹寮卒寮後も熊本ジェーンズワイズメンズク
ラブや大江教会などによる支援が続けられていまし
た。フィンチャノンさんは若竹寮のあるチェンライに戻
り、故郷の人たちのための働きをスタートします。

■問 熊本YMCA本部事務局　Tel ���-���-����　Webサイトからクレジットカードでの募金も可能です。 YMCA阿蘇��周年


